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研究成果の概要（和文）：代表者の今中は以前よりチェルノブイリ原発事故の調査を行ってきた。福島原発事故
の長期的問題を考えるため、広島・長崎原爆被害やセミパラチンスク核実験被害の調査を行っている川野徳幸、
マーシャル諸島での核実験被害調査を行っている竹峰誠一郎らとともに、原子力開発がはじまって以来世界中で
発生した様々な核災害の後始末について調査を行った。核災害は、放射線被曝や放射能汚染といった問題にとど
まらず、社会的に幅広い被害をもたらしており、その多くは災害が起きてから５０年以上たっても解決されない
ことが示された。得られた成果は2017年11月12日に東京で開催した報告会で発表し、12編の報告を含むレポート
にまとめた。

研究成果の概要（英文）：Project leader Imanaka T has been investigated the consequences of the 
Chernobyl NPP accident. After the Fukushima-1 NPP accident, for the purpose to get useful knowledge 
to cope with long-term effects of nuclear disasters, Imanaka launched a collaboration project to 
study the experiences settling consequences of the past various nuclear disasters in the world 
together with Kawano N of Hiroshima University and Takemine S of Meisei University. As a result of 
the project, it is indicated that many problems remain unsettled related with radiation exposure and
 radioactive contamination even after 50 years since the nuclear disasters. A workshop to present 
the results of the project was held in Tokyo on November 12, 2017, and its proceedings containing 12
 presentation was published in March 2018 as KURRI-EKR-23.

研究分野： 原子力工学
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  １版



１．研究開始当初の背景 
(1) 2011 年 3 月に発生した東京電力福島第１
原発事故では、当初は 15 万人に及ぶ人々が
避難を余儀なくされ、関東以北の本州太平洋
側には無視できないレベルの放射能汚染が
もたらされた。福島第１原発の廃炉作業には
少なくとも 40 年が見込まれ、長期的な放射
能汚染の主役が半減期 30 年のセシウム 137
であることを考えると、私たちはこれから 50
年、100 年にわたって原発事故の問題に向き
合わねばならない。 
 
(2) 第２次大戦中に原爆開発のための米国マ
ンハッタン計画として始まった原子力の歴
史は、軍事利用か商業利用かを問わず核災害
の歴史でもある。核兵器開発や原子力発電開
発にともなって発生した核災害を、被害の後
始末という視点からの調査を通して、福島原
発事故に共通する課題とそれらに向き合う
ための知見の調査研究が必要とされていた。 

 
２．研究の目的 
(1) 1945 年 8 月、広島・長崎の原爆投下では
じまった原子力開発は、さまざまな形での核
災害をもたらした。本研究では、これまでに
日本ならびに海外で発生した主要な核災害
について、“後始末”という側面に重きを置
きながら、核災害の経緯、放射線被ばく、健
康影響、被害者への補償、放射能汚染の処理
と現状といった調査を実施する。 
 
(2) 福島原発事故に関連して、これから長期
間にわたって取り組まねばならない課題が
山積している。本研究は、福島の現状を調査
しながら、これまでの核災害の後始末と比較
検討することによって、福島原発事故対策の
今後の有り様を考える上での材料を提供す
ることを目指している。 
 
３．研究の方法 
(1) 代表者・今中の専門は原子力工学で、チ
ェルノブイリ原発事故など旧ソ連での核災
害の調査を行ってきた。分担者・川野の専門
は原爆・被ばく研究で、広島・長崎被爆者や
セミパラチンスク核実験場周辺住民の聞き
取り調査を行ってきた。分担者・竹峰の専門
は平和学・地域研究で、マーシャル諸島共和
国での米国による核実験被害の調査を行っ
てきた。分担者・進藤の専門は環境行政法で、
英国での原子力防災の法的側面を調査して
いる。こうした異分野の専門家がチームで核
災害の現地調査を行う。 
 
(2) 調査結果は、学会や論文として発表して
いる。福島での汚染調査については、地元で
の調査結果説明会を開催した。最終年度であ
る 2017 年には、11 月 12 日に東京で一般向
けの研究成果報告会を開催し、そのプロシー
ディングスを京都大学原子炉実験所のレポ
ートにまとめた。 

４．研究成果 
(1)福島原発事故に汚染マップの作成：文科
省が 2012 年に実施した航空機サーベイデー
タに基づく、セシウム 137 の汚染マップを図
１に示す。緑の地域は１平方ｍ当り１万 Bq
以上、黄色は 3.7 万 Bq 以上、赤は 55.5 万 Bq
以上である。無視できない汚染レベルと今中
が考えている１平方ｍ当り１万 Bq 以上の汚
染面積は 2万 5000 平方 km に及んでいる。 

図１.福島原発事故によるセシウム 137 汚染
マップ. 
 
(2)飯舘村での放射線量の推移：2011 年 3 月
末より、今中らのグループは飯舘村の放射線
量を定期的に調査してきた。図２は、飯舘村
全域を対象とする走行サーベイによる平均
放射線量の推移をプロットしたものである。
2011年 3月 29日の毎時10.8マイクロシーベ
ルトから、2018 年 3 月 31 日には毎時 0.55 マ
イクロシーベルトと、この７年間で約 20 分
の１に減少した。減少傾向の分析から、放射
能の自然減衰により 10 分の１に、除染作業
でさらに 2分の１に減衰したものと判断され
ている。 

図 2.飯舘村全域の放射線量の推移． 

 



図３は、2018 年 3 月 31 日に実施した飯舘
村全域走行サーベイに基づく放射線量マッ
プである。図の黒点が 261 カ所の走行サーベ
イ測定ポイントで、地理情報処理ソフト
ArcGIS を用いてのデータを外挿しマップを
作成した。図４は飯舘村の 20 行政区と避難
区分である。北部に比べ南部の汚染が大きく、
帰還困難区域である長泥地区の放射線量は
毎時１マイクロシーベルトを越えている。 

図３．飯舘村全域走行サーベイによる 2018
年 3 月 31 日の放射線量マップ． 

図４.飯舘村の 20 行政区と避難区分 

2017 年 3 月末の避難指示解除を前にした
2016 年に、村に戻ったときの被曝量を見積も
るため、地元の方の協力を得て、前田、上飯
樋、蕨平、小宮・萱刈庭の４地区で、除染済
み家屋周辺の放射線量を測定した。測定結果
を表１に示す。生活空間である家屋周辺の放
射線量は毎時 0.5～1.0 であり、年間の外部
被曝は 3～5㍉シーベルトと見積もられた。 

表 1.飯舘村除染後の家屋周辺放射線量 

地区名 戸数 
空間線量率平均値、μSv/時 

上口 玄関前 庭 母屋裏

前田 55 0.68 0.42 0.60 0.78 

上飯樋 125 0.48 0.37 0.51 0.68 

蕨平 48 0.99 0.79 1.01 1.13 

萱刈庭 21 0.86 0.65 0.93 1.09 

 
(3)チェルノブイリ原発事故と福島原発事故
の比較：チェルノブイリ原発事故は、原子炉
出力のコントロールに失敗した“暴走事
故”により原子炉と建屋が一瞬のうちに破
壊され、大気中に放出された放射能の組成は、
炉心組成に近かった。一方、福島原発事故は、
電源喪失にともなう“冷却失敗事故”であ
り、炉心溶融は徐々に進展し、炉心そのもの
での爆発は生じていない。大気中に放出され
た放射能は、溶融炉心から逸散したガス状・
揮発性放射能が中心であった。表２は、大気
中に放出された主な放射能の放出量の比較
である。環境影響が大きな、ヨウ素 131 やセ
シウム 137 の放出量は、チェルノブイリが約
６倍であった。チェルノブイリでは表２の核
種に加えて、さまざまな非揮発性核種が放出
された。 

表２．福島とチェルノブイリの比較：大気中
に放出された主な放射能． 

核種 
半減

期 

放出量、PBq（1015Bq）

福島 ﾁｪﾙﾉﾌﾞｲﾘ 

ﾖｳ素131 8日 300 1,760 

ﾃﾙﾙ132 3日 310 1150 

ｾｼｳﾑ134 2年 15 47 

ｾｼｳﾑ137 30年 15 85 

表３は、汚染面積と住民数について、福島
とチェルノブイリを比較したものである。チ
ェルノブイリでは、１平方ｍ当り 3.7 万 Bq
以上が「汚染地域」と定義され、しかるべき
対策が必要とされている。放射性物質の扱い
を規制するための日本の法令では、取扱施設
において放射線管理区域を設定すべき汚染
レベル（１平方ｍ当り４万 Bq）に相当する。
１平方ｍ当り 55.5 万 Bq以上はチェルノブイ
リでは「義務的移住地域」に指定される。 
セシウム 137の放出量は６倍なのにチェル

ノブイリの汚染面積が 13倍とか 17倍である
のは、福島の場合、大気中に放出された放射
能の多くが太平洋側に流れたためである。ま
た、住民数の比が、汚染面積比に比べて小さ
いのは、人口密度の違いを反映している。 

表３．福島とチェルノブイリの比較：セシウ
ム 137 汚染レベル別の面積と住民数 

＜１平方ｍ当り3.7万Bq以上＞ 

 福島 ﾁｪﾙﾉﾌﾞｲﾘ 福/ﾁｪ 比

面積、km2 8,400 145,000 17 

住民数、万人 159 591 3.7 

＜１平方ｍ当り55.5万Bq以上＞ 

 福島 ﾁｪﾙﾉﾌﾞｲﾘ 福/ﾁｪ 比

面積、km2 767 10,300 13.4 

住民数、万人 8.2 38.4 4.7 

 

 



 
(4)世界の核災害に関する研究成果報告会：
本研究プロジェクトのまとめとして、関連す
る研究者の協力を得て、2017 年 11 月 12 日に
東京の星陵会館にて研究成果報告会を開催
した。一般市民を含め約 250 名の参加があり
活発な議論を行った。詳細は、当日の記録と
プロシーディングスにまかせ、ここでは 12
件の報告のタイトルを記しておく。 
①「科研費共同研究の概要と、ウラル核惨事、
ウィンズケール火災事故、ウラジオストク
原潜臨界事故の顛末」今中哲二 

②「マーシャル諸島米核実験の「その後」：核
被害からの「再生」・「復興」はあるのか」
竹峰誠一郎 

③「仏領ポリネシアでのフランス核実験と公
式報告に見る放射能汚染・被ばく状況」真
下俊樹 

④「住民の核実験に対する認識について：セ
ミパラチンスクにおける質問票調査とイン
タビューより」平林今日子 

⑤「核被害者への援護制度：セミパラチンス
クと原爆被爆者を事例に」川野徳幸 

⑥「ABCC と米原子力委員会の被爆者調査」高
橋博子 

⑦「放射線の継世代（遺伝的）影響研究の現
状と問題点：核被害者次世代の人権を考え
る」振津かつみ 

⑧「事故 31年、チェルノブイリ高濃度汚染地
域の内部被ばく」木村真三 

⑨「誰が、どうやって事故を収束したか？ ～
チェルノブイリ・東海村・福島の現場で～」
七沢潔 

⑩「英国の核災害時緊急事態対応体制から学
ぶ」進藤眞人 

⑪「米国の核廃棄物問題の現状」玉山ともよ 
⑫「台湾の原子力政策の転換過程：「フクシ

マ・エフェクト」はどう作用したのか」鈴
木真奈美 

◎当日資料 
http://www.rri.kyoto-u.ac.jp/NSRG/kksgi.html 
◎プロシーディングス 
http://www.rri.kyoto-u.ac.jp/PUB/report/04_kr/i
mg/ekr023.pdf 
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